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う役 目のサポーターとして総合3-6ク ラスに入った。そして、総合活動型 日本語教育ではサポー
ターの支援はどのようなことであるのかを考え始めた。このように考えていると、私なりに認識して






















































































































































































































































もう一っ自分の中に揺れがあったのは総合への捉え方である。Yさ ん との対話 と授業中
の議論がきっかけで、私はかつて履修 した総合の授業を振返って、学習者 の立場だった 自
分がどのように総合の授業を捉えたのかを、思い出 してみた。授業活動の間に私は総合で何
が求め られているのかをず っと戸惑っていたが、活動の最後は私な りに総合活動の意義を
見出 した。つま り、活動の間に私が考えた総合の意義は中間的なもので あり、活動の最後
に出 した意義は最終的に考えたものなので、私の総合への捉 え方 はず っと変化 していた。
また、私が総合を捉える際に、r自 分」には何か意義があったのかを考えるため、自分では
















たこと。動機 か ら対話を経て最後のレポー ト作成 に至 る作業では、思考と表現 の往還で自分
の中にあるr考 え」(=価 値観=文 化)と いう原石を磨 くことによって、その考えをっぶ し、
新 しい 「考え」を再生成 した り、再確立することができる。この大事なことを思い出せて、
自分 との戦いに向かい合えたのは、実践研究で実践のメンバーと何でも分かち合える、何
でも議論できるとい う場を提供 してくれたからである。私にとって、この実践研究は総合
と同様、私はこのコミュニテ ィーにいる仲間たちが影響 し合 う中で成長 した気がする。今
回の実践研究を通 して、私が経験 した理想的な総合はただ偶然ではない ことを確信す るこ
とができた。総合 の可能性は自分でf乍り上げてい くものである。この貴重の三 ヶ月を一緒
にお付き合い して くださった皆 さんに、心か ら感謝を申し上げます。
(リン イッセイ 修士課程1年)
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